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議題（４）オレンジゆずるバスの利用促進について【報告】 

１．概要 

　　オレンジゆずるバスについて、令和 8年度から本格運行へ移行したことに伴い、収支率の

改善を図るため、積極的に利用促進施策を実施する。 

　　なお、現在は、運賃割引が適用される 70 歳以上のかたの利用が 7割以上を占めている（参

考資料②参照）ことから、将来的な利用も期待される子世代・親世代を中心に、利用促進施

策を実施する。 

 

２．オレンジゆずるバスの無料乗車イベント（令和８年５～６月） 

（１）イベント実施概要 

 

（２）実施結果 

 

▼無料引換券の 1 日当たりの利用者数の月別推移 

 

 実施対象 箕面市内在住の小学 1年生～6年生

 実施期間 令和 8年 5月 1日（金）～6月 30 日（火）

 ねらい ○子世代・親世代への利用促進 

○バスの乗り方・利便性の教育（＝モビリティ・マネジメント） 

○効果分析を行い、今後の利用促進策を検討

 引換券配布人数 8,287 人

 延べ利用者数 257 人（1日あたりの利用者数：4.21 人）　

 実施結果 ○1 日当たりの利用者数について、月別では 5月が 4.58 人、6 月が 3.83 人と

なっており、5月はゴールデンウィークの影響もあり、令和 7年度と比較し

て利用が増えている。 

○利用日では、夏休み期間を含む令和 7年 8月を除き、平日よりも休日で利用

されており、主に休日のお出かけに利用されている傾向が見られる。また平

日は、休日と比較し利用は限定ではあるものの、令和 8年 2月から増加傾向

にあり、日常的な利用も増えていることが考えられる。

 実施費用 40,429 円（引換券印刷・発送、広報資料印刷）

資料４
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（３）今後の方針 

　　今回のイベントによる効果について、アンケート調査や運行実績（利用者数や運賃収入等）

の分析により、検証を行う。 

また、9月～10 月においても同イベントを実施し、別シーズンでの効果検証を実施する。 

 

３．オレンジゆずるバスサポーター店制度を活用した利用促進について 

（１）概要 

　　「箕面市地域公共交通計画」（令和 4年 9月策定）において、「市民の公共交通への関心の

向上及び公共交通を守り・育てる意識の醸成」に関する評価指標として、「オレンジゆずる

バスサポーター店制度を活用した特典の利用状況」を設定していることから、当該制度の周

知・啓発を行うことにより、公共交通の利用を促す。 

 

（２）実施方針 

　　令和 8年 8～9月に箕面市の統一キャンペーン（※）でオレンジゆずるバスの利用につい

て実施予定。それに合わせオレンジゆずるバスサポーター店制度に関する利用促進イベント

を実施する。 

 

（※）統一キャンペーンとは 

各部局が単独で実施している普及啓発活動の中から、課題の緊急性などを考慮して、一定期間ごと

に一つのテーマを設定し、集中的に普及啓発活動を実施するもの。期間中、テーマごとに作成した

ロゴマークを、市広報紙「もみじだより」やチラシ、ポスターなどへ掲載し、お知らせするもの。 

 実施内容 ○令和 8年 8～9月のサポーター店の利用店舗数に応じて景品を配布 

○オレンジゆずるバスサポーター店マップの作成・配付

 実施対象 全世代（親子世代、高齢者含む）

 ねらい ○サポーター店利用に伴うオレンジゆずるバスの利用促進、収入改善 

○オレンジゆずるバスサポーター店制度の利用促進

 効果検証 オレンジゆずるバスの利用実績、イベント参加者へのアンケート調査等により

以下について効果検証を実施予定 

○オレンジゆずるバスの利用促進効果 

通常時との利用者数の変化、再利用意向有無等により確認 

○オレンジゆずるバスの収入改善効果 

通常時との収入額の変化、若年層や土日祝日の利用者数の変化等により確認 

○サポーター店制度の利用促進効果 

イベント前までとの認知度の変化、再利用意向有無等により確認

 予算 519,000 円
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４．大学との連携について 

（１）大阪大学との連携 

１）現在の取組状況 

　　大阪大学の再履バス同好会※の協力により、利用促進施策を検討。 

　　同会から、バスを普段利用しない市民(特に若年層)のバス乗車に対する抵抗感を払拭し、

新規利用者層の開拓を図るため、大阪大学（箕面キャンパス）で開催される夏まつりにおい

てオレンジゆずるバスに関する周知・啓発実施の提案があった。 

　　よって、令和 8年 6月 27 日（土）に開催の第 44 回大阪大学夏まつりにおいて、再履バス

同好会が出展するブースにて、オレンジゆずるバスの周知・啓発を実施した。 

 

 

２）今後の方針 

　　大阪大学夏まつりにおける効果検証を行うとともに、上述のサポーター店制度を活用した

利用促進イベントにおける効果検証も連携して実施する。 

 

※大阪大学のキャンパス間を結ぶ学舎間連絡バスについての同好会 

 実施内容 

※詳細は

参考資料

④

第 44 回大阪大学夏まつりにおいて以下を実施 

○オレンジゆずるバスに関する相談会 

○乗車券の配布 

○事前・事後アンケート

 実施対象 全世代（主に利用の少ない親子世代）

 ねらい ○オレンジゆずるバスに対する抵抗感の払拭 

○乗車機会の創出

 効果検証 イベント来場者への事前、事後アンケートの実施により以下について効果検証

を実施 

○イベント前後におけるオレンジゆずるバスに対する意識の変容 

○相談会に対する満足度　など

 大学との 

連携状況

○広報資料の作成 

○アンケート調査による効果検証 

○イベントの当日対応

 実施結果 ○オレンジゆずるバスのブース来場者数：280 人程度 

○乗車券配布人数（事前アンケート回答者数）：148 人（約 6割が 20 代～40 代） 

○オレンジゆずるバスの運行ルートやお得情報（サポーター店制度等）につい

て、主に普段利用の少ない若年層（学生や家族連れなど）に対して周知・啓

発を行うことができた。（詳細は参考資料５参照）
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（２）大阪青山大学 

１）現在の取組状況 

　　大阪青山大学の学生から、子ども世代のオレンジゆずるバスの利用が特に少ないことへの

対策が必要であるとの意見があり、子ども世代をターゲットにした利用促進イベント（謎解

き）を実施することの提案があった。 

　　よって、子ども世代を対象にした利用促進イベント（謎解き）の開催を検討する。 

　　 

 

 

２）今後の方針 

　　子ども世代を対象にした利用促進イベント（謎解き）の実施方法について、今年度中の実

施を目指し、同大学の学生と検討を進める。

 実施内容 ○利用促進イベント（謎解き）の開催 

※詳細は今後検討

 実施対象 子ども世代

 ねらい ○子ども世代の利用促進

 大学との 

連携状況

○利用促進イベント内容の検討

 予算 469,000 円（イベントに係る印刷費用、啓発品制作費用等）


